
 

 中野晃一さんは、「立憲デモクラシーの会」の中心メンバーとして、戦争法反対、立

憲主義回復の市民運動の先頭に立ち闘っている政治学者です。 

安倍首相は、夏の参議院選挙で「憲法改正発議のために必要な２/３の議席をめざす」

と表明し、平和憲法を根本から破壊し、戦争する国づくりに暴走を続けています。 

このような中で市民運動は、総がかり運動をさらに発展させ、参議院選挙に向けて、

戦争法廃止を求める２０００万署名を実現し、野党共闘で勝利しようと奮闘しています。 

安倍政権を退陣させるために、是非、中野晃一さんの核心を突く講演をお聞きくださ

い。講演会では、「政治学から見た安倍政権の憲法改悪と市民運動の課題」について、

縦横無尽に語っていただきます。是非、ご参加ください！ 

２/２４ 緊急講演会 
 

戦争する国にさせないために 

 安倍政権にいかに抗うか 

講師：中野 晃一さん 

（上智大学国際教養学部教授・政治学） 

日 時 ２月２４日（水）開場１３：３０ 

開会１４：００～１６：００ 
※１３時半より衆議院第１議員会館入口で通行証を配布します。 

ところ 衆議院第１議員会館・大会議室 
資料代  

 

主 催  9条フェスタ市民ネット（連絡先03-3442-2333） 
 基地のない平和な沖縄を実現する会、憲法９条－世界へ未来へ 連絡会、 

ＮＰＯ法人・東京都地域婦人団体連盟、日本婦人有権者同盟、 

伊藤成彦(中央大学名誉教授)、太田武二（命どぅ宝ネットワーク)､ 海部幸造(弁護士) 


